
 

30 消安第 4966 号 

平成 31 年１月 18 日 

 

都道府県水産主務課長 殿 

 

農林水産省消費・安全局畜水産安全管理課長 

 

 

  コイヘルペスウイルス病発生養殖場における感染原因調査の結果を踏まえ

た養殖業者への指導等について 

 

 コイヘルペスウイルス（KHV）病の防疫対策については、持続的養殖生産確保法（平

成 11 年法律第 51 号）、水産防疫対策要綱（平成 28 年７月１日付け消安第 1412 号農林

水産省消費・安全局長通知）及びコイヘルペスウイルス病防疫指針（平成 25 年４月 12

日付け 25 消安第 98 号農林水産省消費・安全局長通知）に基づき対応していただいて

いるところです。 

昨年 11 月～12 月、コイヘルペスウイルス病が確認された新潟県内の錦鯉養殖場にお

いて、新潟県が施設の衛生管理状況、錦鯉の導入及び移動状況、飼育水の使用状況等の

感染原因の調査を行ったところ、 

① 飼育施設に出入りした錦鯉購入者の靴に付着している水や泥を介しての感染 

② 飼育施設の出入り時に手指消毒を実施していない錦鯉購入者が錦鯉に接触する

ことによる感染 

③ 飼育池に野鳥の侵入形跡があったことから、野鳥を介しての感染 

の可能性が否定できないとの結果となりました。 

つきましては、本病のまん延を防止するため、錦鯉の養殖業者に対し、下記の指導の

徹底をお願いします。 

なお、錦鯉の生産者等が組織する団体である全日本錦鯉振興会も、同様の防疫措置の

徹底を通知していることを申し添えます。 

 

記 

 

１ 必要な場合を除き、飼育施設内に出入りする外部の者と鯉及び飼育水との接触を避

けるとともに、飼育施設内への出入りに当たっては、以下の防疫措置を徹底すること。 

① 飼育施設で使用する専用靴を設置する又は踏込消毒槽等を設置し、必ず靴底消毒

を実施すること（靴底消毒を実施しない者の立入りを認めないこと）。 



② 飼育施設への出入り時に飼育施設内の錦鯉に接触する者の手指消毒を実施する

こと。 

（消毒方法については、水産防疫対策要綱の KHV 病対策のための消毒方法の早見表

（別添）を参照。） 

２ 野外の飼育池への野鳥の侵入防止ため、網囲いを適切に設置し、破れ等がないこと

を定期的に確認すること。また、侵入の形跡があった場合には、都道府県に遅滞なく

連絡し、対応を相談すること。 
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コイヘルペスウイルス病対策のための消毒方法早見表 
消毒する物 有効成分 使用濃度 消毒液の更新 魚毒性 使用上の注意 
 
手 
 

塩化ベンザルコニウム 
(逆性石けんなど) 

0.1％ ２～３日 
汚れてきたら

早めに交換 

有り 
但し、濃厚液が 
直接池に入らな

い限りなし。 

手あかなどで液が汚れてきたら効果なし。 
エタノールはスプレーで使用すると効果的。 

エタノール 70％ 

 
 
長靴 
器具、器材 
 
 

塩化ベンザルコニウム 
 (逆性石けんなど) 

0.1％ 
 

２～３日 
汚れてきたら

早めに交換 

有り 手あかなどで液が汚れてきたら効果なし。 
 

有効塩素(サラシ粉など) 
 

200ppm 室内では２日 
屋外では毎日 

極めて強い 
 

塩素の臭いがなければ効果なし。 
屋外では消毒槽にフタをして光が入らないようにする。 
漂白力が強いので、手、網には不可。 

池(泥底) 
 

有効塩素(サラシ粉など) 
 

200ppm 
 

 極めて強い 
 

底面の泥がかぶるように水を張り、その水の有効塩素を 200ppm にする。 
数日で、残留塩素はなくなるが、排水の前に残留塩素がないことを確認する。 

 
池(ｺﾝｸﾘｰﾄ) 
 

有効塩素(サラシ粉など) 
 

200ppm 
 

使用の都度 
 

極めて強い 
 

池の水を排して、ジョーロなどで、まんべんなく散布する。 
下流の流出には厳重に注意する(残留塩素がないことを確認する)。 
雨天には消毒しない。 

 
池水 
 

有効塩素(サラシ粉など) 
 

3ppm 
 

 強い 
 

消毒液を所定の濃度になるように池に入れ、よく攪拌する。 
塩素濃度を測定しながら、30 分以上、所定の濃度を保つ。 
数日で、残留塩素はなくなるが、排水の前に残留塩素がないことを確認する。 

 
網類・衣類 
 

塩化ベンザルコニウム 
(逆性石けんなど) 

0.1％ １回の使用で

捨てる 
有り 網類は消毒後水洗いして使う。 

熱湯 60~100℃   熱湯中に５分間漬ける。 
車 
 

塩化ベンザルコニウム 
(逆性石けんなど) 

0.1％ 使用の都度 有り タイヤの裏側などの見えない箇所も噴霧する。 

農林水産技術会議先端技術を活用した農林水産研究高度化事業成果(魚病研究、第 40 巻第３号、137-138 に発表)を基に作成 
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